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矢野一郎 ･上林椛史郎 ･吉凹宗平 ･上嶋一
芳 ･吉益文夫 ･八糊苗郎(和医大 ･医 )
私選は昨年度,ニホンザルを筋萎縮性側索硬化
症(ALS)の班f17発揺地に近い条件下 (低Ca･
Mg,低ca･ME;百石Al)で6カ月間飼育し,実験群
で運動ニューロン変性を示唆する種々の初期変化
を純然した｡今回,地質学的,水質学的環境要因
の関与の有畑をより明確にする目的で,一年間の
拐Ig]投与の実験を行った｡現在,まだ実験を継続
中(3月末まで)であり,最終的な結果は報告出
来ないので,これまでに得られた,一般症状の観
察と血液検査の結果を報告する｡
動物は次の3刑に分けた｡
7Tf脈の抗血frl(末吸収,各3-4ロット),2次
抗体としてalkalinephosphatase班"n抗 IgG
-67-
1.低Ca.Mg群 (2軌 Exp.1,2)
2.低Ca.Mg馬Alが(2頚,Exp.3,4)
